家族支援検討会　　第6回　議事録

日時：平成26年10月20日（月）　16：00～16:40

場所：病院2階会議室

司会：伊藤･東　　　　記録：伊藤
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＜議事内容＞
1、新書式（看護G退院支援計画書）への移行作業について

10月末を期限とし、看護G退院支援計画書への切り替えを先月案内させて頂きました。

･各病棟の作成状況の確認を行っています。

西病棟は作成、10月評価共に完了しています。東、南、北病棟も作成状況を確認していますが依然、作業完了にまで至っていない状況です。

各病棟のメンバーは今一度、期限内に作成できるよう呼びかけをお願いします。

期限は改めて10／31金曜日で決めます。（各病棟のSGM、JGMは作成状況を把握･確認し、作業完了のサポートをお願いします）

作業期限に余裕がないわけではないので、確実に実施と運用の確認は看護Gスタッフでも行っていく事。

･書式作成作業にあたり、病棟より意見が出ました。

意見1：

年齢の欄、生年月日記入欄がない。また、障害年金や障害手帳の有無、介護保険の有無

などの記入欄がない。（退院に向け高齢化している長期患者様には必須項目と思われる。）

意見2

退院支援のアプローチと課題に向けた退院支援計画
現段階で最も必要な支援計画を立案。月間･年度に応じ、プラン修正等進めていくとあるなら評価と一緒の欄にするべきではないか？

むしろ、評価年月日のところを＜退院支援のアプローチと課題に向けた退院支援計画と評価＞とし、＜退院支援のアプローチと課題に向けた退院支援計画＞を＜具体的な退院の方向＞とした方が良いのではないかと考える。

昨年の取り組みが全く活かされていない。新しく過去に囚われないのは良い事だが、過去の事でも良い事は継続しながら利用しながらの方が良いと思う。

議事結果

今年度は現書式で一貫し、作業を行っていく事としています。退院支援を行う上で必要とされる情報等は各担当スタッフで評価欄へ記載する等し、対象患者の評価とし、情報整理していっても良い。書式の中身にとらわれず、必要な情報は追記するなどして活用します。頂いた意見は次年度の課題として取り上げ、必要時書式改良等へ役立てたいと思います。

また、今回の意見に付随し、各々のスタッフへ認識･周知して頂きたい事として、下記が挙げられました。

「書式本来の活用方法や意味合いを理解し作業していく事」

ただ入力していくだけのものではなく、上記に挙げたように作業を続けていかなくてはただの形だけのものにしかなりません。

それには私達チームスタッフがそれを理解し、病棟単位へ指導していかなければならないという話し合いがもたれました。

病院の方向性ともあわせての活用実践するものとして連動するための書式（情報欄はコンパクトにして、日々の実践の力を入れる）とした当初の目的もあります。現在、南病棟中心に病院管理会議の場で長期ケースの話し合いが行われていますが、今後は他3病棟も同じ形で進めていく予定となっています。

指導･管理については各病棟のチームメンバーより行い、今回のように意見や確認として議事に還元して下さい。

2、書式の管理方法について

現在、計画書の管理方法として病棟別にしていますが、病棟単位での管理方法としては、『担当スタッフ別』にフォルダ管理、統一する事としています。

3、各病棟の支援進行状況、経過報告
（東病棟）

メンバー不在につき報告は受けていません。

（西病棟）

・中森　みや子様；有料老人ホームの見学を行っている。

・大橋　照子様；10月31日介護認定調査予定

・西澤正様、蝦夷森重男様、介護認定の申し込みを行う様家族に依頼済み

・山内公博様、青風荘希望だが空きのない状況にて、福祉サービス利用申し込みと相談支援事業所の申し込みを六戸町に行って頂くよう依頼済み

・村舘みね様、野月平チエ様、鈴木正長様、退院後の方向性確認含め面談予定。
（南病棟）

・佐藤　幸男様；南山苑の申し込みを行っている。

・田村　耕一様：介護認定調査設定中。

永洞　恭子様、黒澤　雄治郎様、五十嵐　タイ様南山苑入所に向けアプローチを行っている。

（北病棟）

・古川　富蔵様：青風荘へ29日退院が決定している。

・内田　都影様：青山荘見学を終え、書類関連の準備を進めている。

・石切　久様：西病棟から転入して3か月が経過。青山荘本人の生活能力等に関し、知能検査等CP介入、後日に現況と合わせ評価予定。

　　　　　　　家族などとの今後の話し合いは済んでいる。

・伊藤　義彦様：自宅退院に向けアプローチ中、アグリの里への就労支援を検討。

（家族面談終）

＜連絡事項＞

・グループミーティングに参加できないスタッフは事前に連絡するようにして下さい。
・11月のミーティング開催日については、改めて連絡します。

・看護G退院支援計画書は、受け持ちチーム中心に実践展開するものであり、チームとしては

　看護と介護も共同で行っていく事の業務確認を行います。
